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宇治市黄檗公園体育館

本
年
度
中
に
一
部
着
工

市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
中
核
施
設
に

基本設計決

まる!
　
本
市
で
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク
（
健

康
運
動
公
園
）
の
中
心
的
施
設
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
体
育
館
の
基
本
設
計
を
策
定
し
ま
し
た
。
黄

槃
公
園
体
育
館
の
概
要
は
、
地
上
四
階
建
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
（
一
部
鉄
骨
造
り
）
で
、
総
事
業

費
は
約
十
一
億
八
千
万
円
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
リ

ー
ナ
、
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
な
ど
を
備
え
、
延
べ
床
面

積
四
千
四
百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル
。
市
民
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
中
核
施
設
を
目
指
し
、
本
年
度
中
に
一
部
着

工
の
予
定
で
す
。

　
本
市
で
は
、
ふ
硲
老
齢
人
口
の

増
加
が
予
測
さ
れ
る
中
、
日
常
の

健
康
運
動
の
場
と
し
て
気
軽
に
利

用
出
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
体
育

▲黄粟公園体育館の完成予想図

館
と
し
て
、
ま
た
グ
リ
ー
ン
フ
ィ

″
ト
ネ
ス
づ
・
Ｉ
ク
（
健
康
運
動
公

園
）
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
、
宇

治
市
黄
奘
公
園
体
育
館
の
建
設
基

本
設
計
か
策
定
し
ま
し
た
。

　
黄
槃
公
園
体
育
館
の
概
要
は
、

地
上
四
階
建
て
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
、
一
部
鉄
骨
造
り
で
五

ケ
庄
三
番
割
の
市
立
黄
奘
公
園
内

に
建
設
予
定
で
す
。
建
築
面
積
は

二
千
七
百
六
十
四
平
方
メ
ー
・
ト
ル

で
、
延
べ
床
面
積
は
四
千
四
百
九

十
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。

黄槃公園配置図
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総
事
業
費
1
1
億
８
千
万
円

　
　
　
　
6
3
年
完
成
予
定

　
各
階
の
構
成
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
体
育
館
・
日
常
的
な
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
、
一
階
に
は
コ
ミ

ュ
三
て
Ｉ
ア
リ
ー
ナ
・
体
力
テ

ス
ト
室
・
幼
児
コ
ー
ナ
ー
・
健
康
相

談
室
・
医
務
室
な
ど
を
備
え
、
二
階

に
は
、
事
務
室
・
会
議
室
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。

　
三
・
四
階
に
は
、
多
目
的
ア
リ

ー
ナ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・
観
覧
席

・
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ
な
ど
を
備
・

え
て
い
ま
す
。
多
目
的
ア
リ
ー
ナ

は
、
公
式
競
技
に
も
利
用
出
来
る

十
分
な
空
間
を
と
り
、
総
合
体
育

館
と
し
て
の
機
能
も
併
せ
も
っ
た

施
設
計
図
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
児
（
者
）
も
十
分

活
用
出
来
る
よ
ラ
身
障
者
仕
様
エ

　
内
川
康
一
さ
ん
逝
去

　
　
　
　
自
治
功
労
者

　
宇
治
市
息
届
労
者
の
内
川

康
一
さ
ん
（
大
津
兎
璽
田
三

丁
目
1
4
－
1
6
）
が
、
十
一
月
十

四
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十

レ
ベ
ー
タ
ー
・
段
差
の
な
い
出
入

口
・
車
椅
子
専
用
便
所
・
点
壬
衣

示
な
ど
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
年
度
中
に
建
設
工

事
の
一
部
着
工
に
か
か
り
、
昭
和

六
十
三
年
の
京
都
国
体
ま
で
に
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
総
事
業
費
は
約
十
一
億

八
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

九
歳
。

　
内
川
さ
ん
は
、
東
宇
治
町
助

役
な
ど
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

地
方
自
治
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
こ
に
慎
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
康
ｙ
。

第４
回

宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
参
加
者
を
募
集

6
2
年
２
月
2
2
日
間
に

　
　
太
陽
が
丘
で
ス
タ
ー
ト

　
来
年
二
月
二
十
二
日
に
開
催

さ
れ
る
「
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
の
参
加
者
盈
辱
集
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
六
十
三
年
の

京
都
国
体
か
盛
り
上
げ
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
今
回
で
四
回
目

を
迎
え
ま
す
。

目種競　技

　
昨
年
は
、
地

元
、
近
畿
地
方

は
も
と
よ
り
全

国
各
地
か
ら
総

勢
千
九
百
人
が

参
加
。
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

距　　離 記号 種　　　　　別

5kmの部

Ａ 中学生　　　　　　　男子

Ｂ 中学生　　　　　　　女子

Ｃ 一　般(高校生を除く)男子

Ｄ 一　般（高校生以上）女子

Ｅ 壮　年（40歳以上）　男子

Ｆ 壮　年（35歳以上）　女子

10kmの部
Ｇ 一　般（高校生以上）男子

Ｈ 一　m高校生以上）女子

20kmの部
Ｉ 一　般（高校生以上）男子

Ｊ 一　般（高校生以上）女子

▲力走するﾗﾝﾅｰ{Bt年2月23日)

　
▼
と
き
・
・
・
6
2
年
２
月
2
2
日
㈲
、

函
大
決
行
▼
受
け
付
け
・
・
・
午
前

８
時
～
９
時
、
太
陽
が
丘
公
園

セ
ン
タ
ー
前
▼
種
目
・
・
上
表
の

と
お
り
▼
参
加
資
格
・
：
中
学
生

以
上
で
健
康
な
人
▼
参
加
費
…

一
般
二
千
円
、
高
校
生
千
円
、

中
学
生
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・

所
定
の
申
込
書
に
参
加
費
か
添

え
て
「
宇
治
市
五
ケ
庄
三
番

割
、
剛
宇
治
市
体
育
協
会
、
第

４
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

務
局
」
へ
現
金
書
留
で
。
締
め

切
り
は
6
2
年
１
月
1
4
日
團
▼
問

い
合
わ
せ
・
：
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
務
局
’
き
⑩
1
9
0
5
）

へ
。
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

地
域
福
祉
活
動
の
担
い
手

　
き
よ
シ
十
二
月
一
日
、
二
百

三
十
四
人
の
新
し
い
民
生
委
員

　
（
児
童
委
員
を
兼
任
）
に
辞
令

が
伝
達
さ
れ
未
了
。
こ
れ
は
、

民
生
委
員
の
任
期
が
三
年
間
で
、

前
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
た

め
。
委
員
は
、
宇
治
市
民
生
委

員
推
薦
会
に
よ
っ
て
推
薦
。
京

都
府
の
審
査
会
か
経
て
、
厚
生

大
臣
か
ら
（
児
童
委
員
は
京
都

府
知
事
か
ら
）
委
嘱
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
今
回
の
改
選
で
は
、
十
八
人

増
員
さ
れ
二
百
三
十
四
人
に
。

市
で
は
、
こ
の
増
員
に
よ
っ
て

一
層
き
の
の
細
い
地
域
活
動
を

期
待
し
て
い
ホ
ヂ
。

　
民
生
委
員
は
、
牛
活
保
護
家

庭
や
児
童
、
老
人
、
心
身
障
害

　
（
児
）
者
、
母
子
（
父
子
）
家

庭
な
ど
の
相
談
役
の
ほ
か
、
無

職
や
無
収
入
、
扶
養
事
実
な
ど

の
証
明
、
社
会
福
祉
事
業
へ
の

協
力
な
ど
、
市
民
の
福
祉
を
高

め
る
た
め
の
重
要
な
任
務
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
社
必
一
に
福
祉
の
輪
を
広

げ
る
た
め
に
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
民
生
委
員
の
仕
事
を
理
解

し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
（
民
生
委
員
の
一
覧
表
は
次
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
　
　
（
社
会
課
）

663

民生(児童)委員決まる

任期は６４年１１月３０日まで
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哨勿で開ふれ

12月4日～10日は人権週

間

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、
人
権
週
間
（
第
三
十
八
回
）

で
す
。
城
南
人
権
擁
護
委
員
会

と
市
で
は
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、
人
権
特
設
相
談

所
を
開
設
し
未
了
。

　
▼
と
き
…
1
2
月
４
日
田
、
午

前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
：
市
民
会
館
、
広
野
公
民
館
、

木
幡
公
民
館
※
無
料
、
秘
密

浙
⑤
婦
人
・
子
μ
も
や
老
人

が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
き
○

騒
音
・
悪
臭
・
ば
い
煙
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
と
践
⑤
離
婚
・

扶
養
・
相
続
な
ど
家
庭
の
も

め
ご
と
で
困
っ
て
い
る
と
き

四回コ

義
務
の
な
い
こ
と
を
強
要
さ
れ

て
困
っ
て
い
る
と
去
酋
）
児
童
’

生
徒
が
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
仲

間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
い
る
と

同
和
問
題
は
国
民
全
体
の
課
題

差
別
の
な
い

　
明
る
い
町
づ
く
り

　
　
1
2
月
4
日
（
木
）
に
人
権

相
談
所

　
同
和
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
封

建
社
会
の
確
立
し
て
行
ぐ
中
で
、

政
治
的
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
徳

川
幕
府
は
、
そ
の
支
配
を
固
め
る

た
め
に
、
身
分
で
紐
か
く
上
下
関

係
含
侈
、
ま
た
職
業
言
お
そ

れ
か
代
々
受
け
継
ぐ
仕
組
み
を
つ

く
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
人
々
の
不
１
　
　
若
ら

す
た
め
に
、
更
に
低
い
身
分
か
設

け
、
こ
の
身
分
に
属
す
る
人
々
に

は
住
む
所
、
職
業
、
服
装
な
ど
に

ま
で
、
細
か
な
決
ま
り
を
押
し
つ

け
。
あ
ら
ゆ
る
面
刄
哀
別
扱
い
を

し
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
り
、
封
建
的
な

身
分
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
和
地
区
の
人
々
の
生

同
和
問
題
の
解
決
は

　
　
　
　
　
市
民
の
力
で

　
世
界
人
指
昌
言
と
国
際
人
権
規

約
に
示
さ
れ
て
い
る
権
利
は
、
す

べ
て
の
人
が
生
奔
れ
な
が
ら
に
持

つ
大
切
な
権
利
で
す
。
日
本
国
憲

法
は
、
こ
れ
を
「
基
本
的
人
権
」
と

し
て
、
最
大
に
尊
重
偏
九
全
に
保

障
し
て
行
ぐ
こ
と
か
規
定
し
て
い

ま
ず
。

　
し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
同

和
問
題
忽
賢
洒
、
婦
人
や
外
国

人
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
な
ど
、

襲
冒
慣
や
偏
見
に
属
つ
く
人
権

侵
害
は
な
ぐ
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

中
で
も
同
和
問
題
は
「
人
類
普
遍

の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と
平

等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本

国
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
に
か
か
わ
る
課
題
（
同
和
対
策

審
議
会
答
申
）
」
で
あ
り
、
早
急
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

活
・
甕
謬
嵌
善
向
上
さ
せ
る
施

策
は
、
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

逆
に
、
法
律
上
は
平
等
で
あ
る
と

さ
れ
た
た
め
に
、
納
税
や
兵
役
・

教
育
費
の
出
費
な
ど
で
ひ
に
Ｘ
負

担
は
大
今
・
な
り
、
あ
る
い
は
仕

事
夕
奪
わ
れ
た
り
し
て
苦
し
い
生

活
を
強
い
身
い
ま
レ
ペ
ま
た
、
４

分
の
違
い
は
形
を
変
え
て
残
り
ま

し
巡
。

　
同
和
問
題
と
は
、
こ
夕
レ
だ
封

建
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
身
分
制
度

に
稀
つ
ぐ
差
別
に
よ
り
、
今
な
お

経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位

な
状
態
に
置
か
れ
、
基
本
的
人
権

と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
就
職
・

教
育
の
機
会
均
等
、
居
住
・
移
転

・
結
婚
の
自
由
が
完
全
に
保
障
さ

れ
ず
、
差
別
の
中
で
暮
ら
さ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
重
大
な
社

会
問
題
な
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
国
の
責
務
で
あ
り

国
民
的
設
題
で
あ
る
同
和
問
題
の

　
誰
で
も
、
幸
せ
で
豊
か
に
暮
ら

し
た
い
と
願
い
、
子
芦
も
た
ち
に

は
健
や
か
な
成
長
ｙ
幸
せ
な
未
来

か
留
刃
で
い
ま
ず
。

　
１
　
が
し
現
実
に
は
、
こ
れ
ら
の
。

願
い
が
、
差
別
や
偏
見
で
妨
げ
ら

れ
て
い
未
了
。
結
婚
や
就
職
、
交

際
な
ど
に
際
し
て
、
と
か
ｙ
れ
ば

本
人
自
身
の
評
価
に
よ
る
の
で
は

な
ぐ
、
身
九
調
査
を
し
た
り
、
職

業
や
家
柄
な
芦
で
判
断
ず
る
と
い

っ
た
こ
と
が
行
り
れ
毒
ｆ
ｙ
。

　
世
間
体
か
基
準
に
し
て
人
差
評

価
し
た
り
、
世
間
一
般
の
例
や
昔

か
ら
の
し
き
た
り
か
基
準
に
し
て
、

そ
れ
に
従
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い

う
考
兄
方
が
残
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
同
和
問
題
は
、
こ
の
ぷ
コ

な
考
凡
方
と
深
ぐ
か
か
わ
っ
て
い

ま
ず
。

　
差
別
は
悪
い
こ
と
だ
と
い
う
意

識
が
あ
る
中
で
、
同
和
問
題
金
岡

売
に
利
用
し
た
り
、
就
職
・
結
婚
の

雙
翠
奪
'
･
Ｍ
ｉ
ど
の
事
例
が
、
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、

同
和
問
題
か
正
し
ぐ
理
解
し
よ
う

と
せ
ず
に
、
塾
人
事
と
考
え
て
出

来
る
だ
記
ぶ
わ
ら
ず
に
い
ぷ
つ

と
ず
る
姿
勢
が
、
根
強
い
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

　
人
権
尊
重
の
精
神
蔵
日
々
の

牛
屈
の
中
で
牛
石
し
守
る
努
力
を

重
ね
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

敬
一
日
も
早
く
実
現
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

個
人
の
尊
重
と
自
由
を

一
日
も
早
い
解
決
奎
凶
る
た
め
に

法
律
な
ど
に
積
つ
い
『
各
種
の

　
同
和
対
策
事
業
の
推
進
に
積
極
的

一
に
取
紅
組
ん
で
い
ま
ず
。

　
十
二
月
四
日
か
ら
、
人
権
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
人
権
週
間

は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
十
二
月
十
日
、
国
際
連

合
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
機
会
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
宣
言
で
は
、
平
和
で
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に

は
、
個
人
を
尊
重
し
自
由
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
全
世
界
の
国
と
人
々
が
、
相
互
に
人
権
を
保
障
。
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
こ
の
理
念
の
実

現
に
向
け
て
、
各
国
の
順
守
す
べ
き
協
定
と
し
て
、
四
十
一
年

に
国
際
人
権
規
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

主
演

監
廿

企
両

フ
ラ
ン
キ
ー
堺
．
南
風
洋
子
他

若
杉
光
夫

総
務
庁
地
峨
改
善
対
策
室
・
全
‐
本
同
和
対
策
協
議
会

映
画
「
ひ
ま
わ
り
」

「
人
権
・
同
和
問
題

　
　
　
　
取
材
を
と
お
し
て
」

講
　
師
　
吉
田
賢
作
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
京
都
新
聞
社
論
説
委
員
）

12月10日(水)午後1時～

　文化会館小ホール

　　　　入場無料

３
７

２

14

i営住宅
1

-116

-6

３

-1
･11

－96

21

こ宿舎554

2

；

･15

赤沢　定夫＝車田20－47
大北　幸平==出口40－51
久保見チエ＝西中９
柴田

堤
藤
矢
山

道子＝平町51－2
治子＝車田41 －34

井　悦子＝池山27
野千代子==丸山36― 9
中　　登＝荒棋1 －65

占川　はな＝河原26
・明星町
加納　晃子＝二丁目12 －57
上村　郁子＝二丁目11－48
中村　　実＝三丁目12 －39
・志津川
林　　福三＝北組36

□至麺ぼコ

・宇治
大西　繁造＝善法76 －2
鬼界　幸三＝束内41－3
小山　幸子＝下居121－ 1
芝原
高井
辻
中
藤
松

本

　綾＝塔ノ川120
幸一＝妙楽9
　康＝東内37

　　政子＝妙楽146
ｵ木　照男＝里K.62－4

阪由紀子＝里尻22－ 1
森田フサエ＝宇文字21 － 7
矢部　文雄＝里尻２
・折居台
川井　寿枝一四丁目1 －51
信岡　光江＝二丁目1 －100
林こ　　照子＝一丁目４－６
・菟道
古川　弘子＝荒員30－ ８
・白川
小島　喜三＝川上り谷37

□鰻座二］

・宇治
安堂　之雄＝戸ノ内38
岡本　一守＝野神1 －13
長村　幸子＝若森28
京田　容子＝弐番66－ 1

倉田　照子＝琵琶60－12
清水　正子＝蔭山56
並川　匡克＝矢落74－ 1
西野　道子＝大谷６－５
t木　　｛呆＝大谷27－17
山本　孝一＝野神50－14

山本　マキ＝弐番46
・神明

井上　永吉一宮東4 ― 3
大嶋　洪道＝石家76 －８
岸本富士子一宮東9i － ３

西村　貞次＝宮西33
村田貞美＝宮束76
薮田　要三＝宮北８－３
・琵琶台
下村　光子一二r目3 －3

武石佐喜子＝ΞΥ目5－19
・天神台
田中，荘介= －r目１－２

「Ｔ蛋T野皿コ

・広野町
青田宗太郎＝桐生谷15
岩橋　吉隆＝宮谷56 －34
岡田　和子＝寺山115
神谷　昭三＝束裏21－ 5
河合金四郎＝一里山16
鷹田　愛子＝丸山29 － 2
辻橋　満雄＝大開112
中村　明信＝小根尾147 －31
中村美都子＝寺山８－１
二宮　具子＝寺山29 ―２
野村富美恵＝小根尾138－173
馬場　艶子＝宮谷35 －37
広井八重子＝束裏125－18
森下　寿造＝寺山17－18
森田　　勇＝尖山2 －193
山代谷　隆＝丸山８０－ 1

和田　　治＝東裏93
・大久保町
安岡　壽子＝久保11

□天Ｘ医茸区コ

・大久保町

赤松　千里＝府営団地29 －303
違藤恵美子一府営団地23 ―201
太田　利博＝府営団地33 －308
樺木　新ニー大竹20－18
川口　英子＝山ノ内14
北岡　綾子＝山ノ内81
北岡　清士＝旦椋１－８
北村　嘉子＝山ノ内47
小材ぐ　将男＝府営団ife34－405
小南　　進＝旦椋84－4同胞保
　育園内
杉原　信男＝府営団地27 －211
扮谷　紀子＝田原26 －43
高木　芳久＝山ノ内77
竹内　英子＝府営団地８ －204
多田　弘志＝旦椋17－7
中島　常幸＝府営団地14 －210
中村瑠美子一府営団地26 －202
橋本　義雄＝府営団地19 －202
花元ヒサ子＝府営団地16―102
松井　和代＝府営団地４０－504
宮下　惣二＝平盛６ －50
八木　正之＝平盛24－3
山上　佳－＝府営団地15 －204
・広野町
清水　知子＝新成田100 －169
西岡　　弘＝成田１－６

「厠降版［]

・伊勢田町
天野　富三＝南山2 －1
今村　　孝＝大谷57 －８
上野　邦雄＝南遊田14 ― 5
江口八重子＝南山45
河瀬　綾雄＝砂田71 －12
児島　静夫＝中ノ田29 －４
小瀬　富－＝毛語３

重森
白勢
鈴木

田
旧

角
角
辻

寺村

初美＝北山５－８
富子＝名木一丁目1 －168

浅吉＝南遊田22－10
丈夫＝毛語100
彰三＝若林29― 7
輝夫＝中山52 －10
佳代＝遊田12－169

秦　美智子＝遊田＝41 －24
藤村弥栄子＝砂田６ －267
美m部　修＝名木二丁目1 －193
三原　光子一中山15
森岡　稔子＝名木一丁目ｌ 一273
山本　守－＝砂田6 －83
・安田町

木村　　稔＝大納言24

「不泗直コ

・小倉町
井上　治雄＝中畑49
久保田　博＝老ノ木45－ 4
中司　未栄＝久保39
畠山　　忠＝神楽田38 ―55
森下　利雄＝西山62
若山　　敏＝東山22－ 3
・開町

松野惣太郎＝47－ 1
山名　良吉＝31－ 4
・羽拍子町
鈴木　妙子＝56－４０
橋本加代子= 75－ 9
・南陵町．
岩崎　英和＝五丁目1－33
中　　貴昭＝二丁目1 －131
長尾田鶴子＝一丁目1 ―44
・神明
田渕　真澄＝石塚71－ 9
藤川　清子＝石家63 －44
・宇治
岩井　光治=半白120－ ６

北川　イト＝半白82 －23
原　　利男＝蔭山68―54
松原　　薫＝蔭山59－114

□酋'j^≫涵Eコ

・小倉町
石原　　清＝南堀池43 － 2
井上要一郎＝堀池39－101
伊庭　久男＝西浦36 －36
内田　　徹＝南浦18－ ６
内田　弘子＝堀池7 －27
岡本　一肩B＝蓮?tlll30－22

木子　弘美＝西浦27－17
北村　あき＝堀rti!33－17
鍬本なほみ＝南堀rlil67－12
幸賀　幸男＝南堀池68－16
西条シゲ子＝西浦88－63
繁田　善子＝南浦62 －37
芝田　勝三＝南堀池80－170
島井淳一郎＝山際30－ 1
瀬川　安子一山際43 －17
田中恵美子一南浦21－1
太良　朗子＝南浦110 －49
土居　昭子＝南浦３０－1
中岡　惇恵＝蓮池u5－i7
西田　和代＝西浦68－ 9
橋本　静夫＝西浦42－9
長谷川ヨシ＝南堀池47－37
松村　幸子＝蓮池l40－12

矢田　武子＝南堀?t!l98－167
吉田　三雄＝蓮Jtiil22－34

□覆蔦匍Ｅ］

・横鳥町
荒川藤太郎＝一ノ坪i8i
伊藤千枝子=･南落合27 － 5
江口　理－＝－ノ坪113
太田喜代子＝北内40
梶本　恵子＝本屋敷40－ 1 グリ
　ーンタウン横島12 ―204
古島　幸夫= 郡4
菅野　唯七＝千Jg.33
高井　ゆり一本屋敷40－ 1 グリ
　ーンタウン横島７ －215
田中俊二郎＝落合20
田端　悦子＝本屋敷40‘ 1 グリ
　ーンタウン横島7 －315
辻　栄次郎＝薗場2－2
砺波　隆三＝中川原7 －2
中井　忠子＝薗場120
中村恵美子一本屋敷40― 1グリ
　ーンタウン横島13 －205
西村　敏子＝南落合3 －4
橋本　邦夫一南落合83－ 3
・小倉町
小川　綾子＝新田島10 －16

守ろう人権なくそう差別

人権週間記念講演会



市　　正宇　　治第757号(3)

哺　べぐ″II　匈1

厳
守
。

　
次
の
よ
ラ
な
こ
と
で
お
悩
み

の
場
合
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
○
差
別
か
受
け
た
り
、
名
誉

や
信
用
を
侵
さ
れ
た
と
μ
西
人

に
い
や
が
ら
せ
を
さ
れ
た
り
、

○
国
籍
、
人
種
な
ど
の
違
い

で
不
当
な
扱
い
か
受
け
た
と

W
)
そ
の
外
、
借
地
、
借
家
、

‘

交
通
災
害
。
雇
用
関
係
、
金

銭
問
題
で
困
っ
て
い
る

と
き
。
（
企
画
管
理
反

部
総
務
課
）
　
　
　
　
ぐ

　マンション3 －706
萱場　笑子＝西浦21
川口　房子＝檜尾5 －E
北村　鈴子＝南山９ －６･
ノjヽ粥　愛－=束巾26－5
桜井　安二＝南山畑29一
滝田　　浩=西中47－E
田中　洋子＝熊小路43
堅本　聖子＝中村54－£
宮原美代子＝南山80－3
山本　　勇＝i?5端31－£

Γ東司吾皿コ

・五ヶ庄
上田　昭二＝三番割377l
梅原　博子＝折坂18―1
大槻カズ子＝芝東23
大平　恒夫＝広岡谷２－
押口　光子＝西浦20－t
奥西　隆三＝三番割10-
片山きくゑ==古川17
岸ff千恵子＝寺界道24
林　　静子＝三番割４
藤田　　孝＝二番割42

藤田　保子＝梅林11
前川　敏子＝新開i2－3
前田　正義＝大林39
矢谷　　光＝北ノ庄17一
山本　良子＝雲雀島1 －
渡遇　忠雄＝芝東47
・菟道
青木八千代＝東隼上り１
・羽戸山

本荘　成俊一二丁目１－

□聶四回

・五ヶ庄
植村　房夫＝岡本45
督　　壽之＝官有地京ﾉ
林　　育平＝福角45－7
松村　　茂＝折坂25－i

宮川　　拘＝戸ノ内50-
山西　妙子= 福角S3－;
・菟道

I :回河駆□

・六地蔵
奥西　　清＝町並10
西村　健司＝柿ノ木町28
九野　清三＝奈良町2 －12
・木幡

赤堀　信子＝御蔵山39－716
大石　省三＝花揃21
大島千鶴子＝御蔵山39－220
／Jヽ川　ﾆEf毎＝平尾28－360
笠井　　武一平尾29－48
久保田ナオ＝御蔵山39 －286
近藤　君枝＝金草原50 －24
辻　　信一＝御園20―131
寺川　壽代＝平尾3 －15
中川　　晃＝陣ノ内38－ ８
中西　成二＝正中26
永田　理子＝御園3 －13
野々山美和子=ｉ=御蔵山39－790
・木幡炭山

渋谷　忠一＝久田52
・西笠取
中谷　　勝＝下荘川西32

｢禾ぽ取E¬

・木幡
伊藤　晶子一中村15 －75
乾　　捨三＝南山12 －72
梅田純一郎一内畑34　IO-:二万宇
　治マンション5 －501
浦上　克造＝内畑34－6 ユニ宇
　治マンション1.－401

大森　靖男＝南山76－14
荻　みさを＝熊小路19－68
奥田五三郎＝束中44

金光　惇一＝西中33ユニ宇治川

館
▼
内
容
・
：
来
年
の
え
と
に
ち
な

み
「
う
さ
こ
ち
ゃ
ん
ハ
イ
／
・
う
さ

ぎ
さ
ん
の
本
」
の
展
示
・
貸
し
出

し
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
読
書
週
間
4
0
周
年

　
記
念
講
演
会

　
ｙ
と
き
・
・
・
1
2
月
1
3
日
出
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
図

書
館
集
会
室
▼
演
題
・
講
師
・
・
・
「
宇

治
十
帖
の
世
界
一
八
宮
と
大
君
と

Ｉ
」
京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大

学
部
教
授
、
中
井
和
子
さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
青
館
）

　
記
念
日
と
生
活
講
座

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
８
日
側
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公

民
館
▼
内
容
・
・
世
界
人
進
１
　
記

念
日
（
1
2
月
1
0
日
）
に
ち
な
む
講

演
▼
講
師
…
同
志
社
大
学
教
授
、

ク
ラ
ウ
ス
ー
ス
ペ
ニ
ュ
ウ
ー
マ
ン

さ
ん
。
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
第
３
回
歴
史
サ
ロ
ン

　
中
国
の
お
話
と
ス
ラ
イ
ド

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
７
日
面
、
午
後

２
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
▼
内
容
・
・
・
中
国
の
咸
陽
市
な

ど
の
ス
ラ
イ
ド
タ
見
な
が
ら
懇
談

▼
申
し
込
み
・
：
歴
史
資
料
館
（
Ｓ

⑩
1
3
1
1
）
へ
。
（
歴
史
資
料
館
）

　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
1
2
月
１
Ｃ
Ｍ
日

胞
＝
木
幡
公
民
館
、
2
6
日
吻
＝
宇

治
公
民
館
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

Ｉ
４
時
▼
内
容
・
・
・
年
金
や
健
康
保

険
の
仕
組
み
な
ぺ
（
保
険
年
金
課
）

　
交
通
遺
児
に
奨
学
金

　
府
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
匯
親

な
ど
を
失
っ
た
乳
幼
児
と
児
童
・

牛
徒
に
対
し
、
奨
学
金
の
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
申
請
は

乳
幼
児
が
対
象
で
す
。

　
▼
支
給
額
上
〈
千
円
（
年
額
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
請
・
・
・
1
2
月
2
0

日
出
ま
で
に
交
通
労
政
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
耳
・
手
足
が
不
自
由
な
人
の

　
巡
回
更
生
相
談

　
▼
と
さ
・
・
・
1
2
月
1
5
日
側
、
午
後

１
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
…
曼
福

祉
会
館
▼
相
談
内
容
・
・
・
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
や
再
交
付
に
必
要

な
診
断
（
申
請
に
は
印
鑑
と
顔
写

真
１
枚
〈
縦
４
ｍ
ｘ
横
３
ｍ
〉
が

必
要
）
。
補
装
具
の
交
付
や
修
理
に

必
要
な
診
断
（
申
請
に
は
印
鑑
と

現
在
使
用
中
の
補
装
具
が
必
要
）

▼
問
忿
Ｂ
せ
・
：
福
祉
課
（
豊
⑩

３
１
４
こ
へ
。
　
　
（
福
祉
課
）

朝鮮半島　台湾出身の皆さんへ

特例永住許可申請は

61年12月31日まで

　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
日
本
に
在
留
す

る
、
朝
鮮
半
島
・
台
湾
出
身
の

人
と
そ
の
直
系
卑
属
孚
孫
）

と
し
て
日
本
で
出
生
し
、
引
き

　
歯
の
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
1
8
日
出
、
午
後

１
堕
Ｔ
３
時
半
（
４
体
測
定
を

希
望
の
人
は
午
後
１
時
か
ら
営
け

付
け
）
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
保
健
所

▼
内
容
・
・
・
赤
ち
ゃ
ん
の
牛
活
と
歯
、

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
、
赤
ち
ゃ
ん

の
食
事
（
お
や
つ
の
試
食
）
、
歯
の

磨
意
八
、
身
体
測
定
（
希
望
者
）
▼

対
象
…
１
歳
未
満
児
の
保
護
者
と

妊
婦
▼
定
員
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼

申
し
込
み
↑
：
宇
治
保
健
所
（
豊
⑩

2
1
9
1
）
へ
。
（
宇
治
保
健
所
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
消
防
法
第
十
七
条
の
九
第
一
項

塑
程
留
し
て
い
る
人
の
特
例

永
住
許
可
申
請
は
、
本
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
該
当
す
る
大
は
、
申
請
す

れ
ば
す
べ
て
永
住
が
許
可
さ
れ

ま
ず
（
手
数
料
は
不
要
）
。

ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
で
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限
・
：
昭
和
6
1
年
1
2
月

　
3
1
日
ま
で
（
た
だ
し
執
務
時

　
間
内
〈
1
2
月
2
7
日
出
、
午
前

　
中
ま
で
〉
に
限
る
）

▽
舜
け
付
け
・
問
い
｛
Ｂ
せ
・
：

　
大
阪
入
国
管
理
局
京
都
出
張

　
所
（
京
都
市
伏
見
区
南
部
町

　
7
2
‐
２
・
Ｓ
０
７
５
剛
０
６
６

　
０
）
へ
。
　
　
（
市
民
課
）

の
規
定
に
萬
つ
い
て
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
昭
和
6
2
年
２
月
１
日

㈲
▼
と
こ
ろ
…
京
都
外
国
語
大
学

（
京
都
市
右
京
区
西
院
笠
目
町
６
）

▼
願
書
配
布
・
・
・
1
2
月
１
日
囲
～
1
7

日
困
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

ま
で
に
、
消
防
本
部
、
東
宇
治
・
西

・
伊
勢
田
消
防
（
分
）
署
で
▼
願
書

受
け
付
け
・
：
1
2
月
1
5
日
㈲
～
1
7
日

削
の
午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

ま
で
京
都
府
職
員
会
館
第
１
会
議

室
（
上
京
Ｘ
下
長
者
町
通
西
洞
院

東
入
ル
）
で
▼
問
い
合
わ
せ
Ｉ
・
詳

し
ぐ
は
、
卵
消
部
試
験
研
究
セ
ン

タ
上
京
都
府
支
部
（
Ｓ
０
７
５
則

9
1
2
1
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

665

保
育
所
の
入
所
申
請

　
　
　
1
2
月
9
日
か
ら
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
。
二
年
度
の
保
育
所
入

所
申
請
の
受
け
付
け
を
、
次
の
要

蓼
μ
い
未
了
。

　
〈
申
し
込
み
が
出
来
る
人
〉

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在

で
、
生
後
六
ヵ
月
以
上
六
歳
未
満

の
乳
幼
児
で
、
ほ
親
が
家
庭
ま
た

は
外
で
仕
事
を
し
て
い
た
り
、
病

気
な
ど
で
保
育
が
出
来
な
い
場
合

に
限
り
未
了
。

　
〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉

　
申
込
用
紙
は
、
現
在
各
保
育
所

（
園
）
と
福
祉
事
務
所
保
育
課
で
お

渡
し
し
て
い
ま
ず
。
申
請
に
は
、

母
親
の
在
職
証
明
書
な
ど
保
育
出

来
な
い
旨
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

早
め
に
ご
用
意
欠

　
〈
入
所
受
付
日
と
場
所
〉

　
左
下
表
の
日
程
以
仔
い
ま
す
。

　
な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

指
定
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
出
采

な
い
人
は
、
十
二
月
二
十
七
日
出

の
正
午
ま
で
保
育
課
で
受
け
付
け
。

　
〈
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

　
六
十
二
年
度
も
引
き
続
い
て

入
所
を
ご
希
望
の
人
は
、
入
所

五
ヶ
庄
日
皆
田

　
山
村
　
大
智
ち
ゃ
ん

　
き
れ
い
な
選
挙
、
金
の
か
か

ら
な
い
選
挙
を
実
現
す
る
た
め

に
、
候
補
者
な
ど
（
政
治
家
、

立
候
補
者
、
立
候
補
予
定
者
）

や
、
候
補
者
な
ど
が
役
職
員

ま
た
は
構
成
員
で
あ
り
そ
の

氏
名
を
使
用
し
た
必
一
社
・
法

人
・
団
体
な
ど
が
、
選
挙
区
内

の
人
（
法
人
も
含
む
）
に
寄
付
す

る
こ
と
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
候
補
者
な
ど
が
後

妻
君
や
他
人
名
義
か
使
ラ
場

合
も
、
次
の
様
な
贈
り
物
か
す

る
と
、
選
挙
に
関
係
し
て
い
る

申
請
書
と
保
育
出
来
な
い
旨
の
証

明
書
な
戸
を
、
十
二
月
八
日
囲
か

ら
干
三
日
出
ま
で
に
現
在
入
所
中

の
保
育
所
（
園
）
へ
提
出
穴

　
産
休
明
け
・
昼
間
里
親
も

　
　
保
育
受
け
付
け

　
昭
和
六
十
二
年
一
月
三
十
一
日

ま
で
に
出
生
届
け
出
が
さ
れ
た
乳

児
に
つ
い
て
も
、
保
育
の
申
し

込
み
が
出
来
未
了
。
産
休
明
け
保

育
を
行
っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）

は
、
北
木
幡
・
善
法
・
宇
治
・
横

島
・
北
小
倉
・
小
倉
双
葉
園
・
大

久
保
保
育
所
と
、
な
か
よ
し
・
明

星
・
あ
さ
ひ
・
く
り
く
ま
保
育
園

の
十
一
ヵ
所
（
園
）
で
す
。

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
ず

る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
も
募

集
し
柔
ず
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
希

華
息
人
は
、
六
十
二
年
一
月
二

十
九
日
團
。
三
十
日
吻
、
二
月
二

日
側
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
に
保
育
課
へ
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
保
育
課
）

　だいちちゃんは乗り物が大好き。

おもちゃの自動車や汽車に乗って

いる時が、一番ごきげんです。

　この欄に掲載するお子さん（GO

年12月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。
｀-　　　　　　　　　　　　　７所て｀

保育所入所申請の集中受付日程表

月日 受付場所 対象保育所(IS)

12/9(･幻

の(J-')保育園
北木幡保育所、のぼり保育園、木幡保育所

明星保冑園、なかよし保育m

伊勢田保trta
伊勢田保育園、南浦保育園、西小倉保育所

北小介保育所

12/l(Xt)
同胞保育la 同胞保育園､くりくま保r園.大久保保育所

いずみ保育園いずみ保育園、横島保育所

wi困

広野保育所 広野保育所．ひいらぎ保育園
小介双葉園保育所

三室戸保育園三室戸保育園、あさひ保育園、宇治保育所

善法保育所 善法保育所

n/ね 福祉事務所

保　育　課
全保育所（園)

12/19(4)

○受付時間は、いずれも午前10時～午後4時です。

か
ど
７
か
を
問
わ
ず
法
律
違
反

と
な
り
ま
す
。
一
方
、
有
権
者

も
こ
の
様
な
寄
付
か
求
め
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　
日
９
ぶ
ら
、
き
れ
い
な
選

と
▼
開
店
祝
い
や
落
成
式
・
起

工
式
な
ど
の
時
に
、
花
輪
を
贈

る
こ
と
▼
出
産
・
入
学
・
卒
業
・

就
職
な
ど
の
祝
い
に
金
品
を
贈

る
こ
と
▼
旅
行
牽
Ｔ
？
ハ
に
せ

き
れ
い
な
選
挙
を

挙
牽
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
▼
中
元
や
歳
暮
を
贈
る
こ
と

▼
葬
儀
に
香
典
や
供
花
な
ど
を

届
け
る
こ
と
▼
祭
事
に
金
品
を

寄
付
し
た
り
届
け
た
り
す
る
こ

ん
べ
つ
か
晒
る
こ
と
▼
町
内
会
・

参
公
］
乖
と
欠
覆
ど
の
行

事
に
、
金
品
を
寄
付
し
た
り
届

け
た
り
す
る
こ
と
▼
町
内
会
な

ど
の
旅
行
で
、
飲
食
物
を
届
け

た
り
バ
ス
代
な
ど
の
費
用
を
負

担
し
た
り
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

お
知
ら
せ

　
く
ら
し
の
資
金

　
　
　
冬
期
貸
し
付
け

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
失
業

や
病
気
、
不
測
の
事
故
な
ど
で
越

年
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
「
ぐ
ら

し
の
資
金
」
冬
期
貸
し
付
け
を
行

い
ま
す
。
今
回
は
、
十
二
月
一
日

か
ら
営
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　
▼
貸
付
金
額
・
：
年
間
十
万
円
以

内
（
夏
期
と
年
末
欠
お
せ
て
）

▼
貸
し
付
け
条
件
・
・
・
無
利
子
、
無

担
保
。
返
済
は
４
ヵ
月
据
え
置
い

た
後
2
0
ヵ
月
の
月
賦
返
済
▼
貸
し

付
け
対
象
・
・
・
昭
和
6
1
年
1
2
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
て
６
ヵ
月
以

上
の
人
で
、
収
入
が
年
活
保
護
基

準
の
口
倍
以
内
、
冬
期
ボ
ー
ナ
ス

の
無
い
世
帯
。
牛
活
保
護
世
帯
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
既

に
こ
の
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

て
い
る
世
帯
は
。
貸
付
額
の
半
額

以
上
か
返
済
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
▼
申
し
込
み
期
間
・
手
続
き
・
・
・

地
区
担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
に
ご

相
談
の
上
、
申
込
書
に
住
昌
ｙ
（
謄

本
）
か
添
え
て
、
抑
一
月
1
5
日
㈲
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会
（
m

5
(
D
i
n
o
)
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売

　
▼
公
売
財
産
・
・
・
宇
治
市
菟
道
丸

山
１
番
7
7
（
地
積
2
4
1
㎡
・
雑
種
地
）

▼
見
積
価
格
…
エ
〈
百
八
十
二
万

円
▼
公
売
保
証
金
…
百
七
十
万
円

▼
公
売
方
法
・
・
大
札
▼
と
き
…
１
９
一

月
1
2
日
吻
、
午
前
1
0
時
～
1
0
時
2
0

分
＝
入
札
説
明
、
午
前
1
0
時
2
0
分

か
ら
Ｈ
時
＝
入
札
▼
と
こ
ろ
…
市

役
所
第
一
プ
レ
ハ
ブ
。

　
不
動
産
公
売
公
報
は
納
税
課
に

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
納
税
課
（
き

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。
（
納
税
課
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
着
付
け
教
室

　
▼
と
き
…
1
2
月
７
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
曼
福

祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
聴
覚
言
語
障
害

者
▼
講
師
・
・
・
借
屋
好
永
”
ん
▼
内

容
…
着
付
け
の
基
礎
▼
費
用
・
：
無

料
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
2
月
４
日
ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6

5
4
）
へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
4
日
面
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
隻
ズ
雨

天
の
場
合
は
2
1
日
面
に
順
延
）
’
▼

コ
ー
ス
…
京
阪
宇
治
駅
↓
稲
荷
駅

↓
稲
荷
山
↓
薬
力
社
↓
大
石
神
社

↓
岩
屋
寺
↓
観
修
寺
↓
随
心
院
の

徒
歩
行
程
約
1
2
ま
現
地
解
散
）
▼

準
備
品
・
：
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

▼
交
通
費
・
：
各
自
負
担
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
a
3

6
3
3
）
へ
。
　
吊
民
体
育
課
）

　
市
民
絵
画
展

　
▼
と
き
…
1
2
月
４
日
俐
～
７
日

面
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館
▼
内

容
・
・
白
本
圃
、
洋
画
、
版
画
、
水

彩
画
な
ど
▼
主
催
・
：
市
民
絵
画
展

実
行
委
員
会
。
（
社
会
教
育
課
）

　
児
童
書
の
展
示

　
　
「
う
さ
ぎ
さ
ん
」
の
本

　
▼
と
き
…
1
2
月
２
日
脚
～
6
2
年

１
月
中
旬
▼
と
こ
ろ
…
中
央
図
書

民生委員さん氏

名一覧

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い
正
月
を
　
　
　
　
募
金
に
協
力
を
　
1
5
日

ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

守ろう人権なくそ

う差別



　　　献血

●４日｡(宇治市役所10時～正午と13時～15時

　半)、16日(京阪宇治交通〈株〉宇治車庫10

　時～正午と13時～15時半)。

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●9日(木幡公民分館10時40分発、小倉公民

　館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇

　治保健所11時半着)｡その他､毎週月曜日(午

　前９時～10時半)宇治保健所で実施。

　　　相談あんない

●青少年相談(17日。市民会館13時～16時)。

●京都府交通事故相談(3日,

17日、京都府

　宇治地方振興局a@2049,

9時～16時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠障

　額の算定、訴訟や調定のしかた、自賠責保

　険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く｡

ださい。相談は無料、秘密は厳守

● ■ ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ● ● ● ■ ・ ● ● ● ● ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

、 Ｉ ． ノ ふ ／ Ｊ ＿ - ﾐ ⌒ ● ゝ 　 - ：

　社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年

金・結婚・心配ごとなどの相談日程や。

行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

の日程は, 61年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に

会館■3階の家庭児童相談室(a

で。高齢者職業相談（無料）は

62年2月28日まで3ヵ月間

　市でli, 家庭で不用になった

品物を別の家庭で有効に利用し

ていただくため、不用品情報セ

ンターを開設。今回は後期とし

て12月１日から来年の２月28日

｀までの３ヵ月間実施します。

　欲しいもの、譲りたいものを

どしどし登録してください。

ト登録方法…品物の提供・希望

　者とも電話、はがき、または

　来庁で不用品情報センターへ

　登録してください。受付時間

　は午前s時ヽﾆ午後3時。土曜

　日は午前９時~11時。日曜・

　祝日は受け付けません｡なお、

　登録は市民もしくは市内に勤

　務している人に限ります。

･・登録項目…品名、規格､形式、

　購入年月、消耗の程度、希望

　ｲ面格、住所、氏名、電話番号

　と連絡先、その他希望条件。

･･主な取り扱い品…家具、電気

　製品、楽器、石油･ガス器具、

　自転車、ベビー・子ども用品

　　(おもちや、絵本､｡衣類など

　を除く)、スポーツ・レジャ

　ー用品、一般家庭用品(食品、

　洗剤.衣類、日用品などを除

　く）、学用品（雑誌・文具を

　除く）など。再利用のｲ面値が

　あり、修理の不用なものに限

　る。転売や趣味などを目的と

　するもの、医療器材、生き物

　は対象外。なお省資源が目的

　のため、高額な提供はご遠慮

　ください｡｡

･・品物の取り引き方法…提供､･

　希望の条件がほぼ一致した場

　合、情報センターから希望者

　にm絡し、当事者間で話し合

　っていただきます。結果は10

　日以内に希望者から情報セン

　ターに報告を。

･･問題などの処理…故障､欠陥、

　その他の問題が生じた場合は

　当事者間で解決を。市は一切

　の問題に責任を負いません。

レ●登録?問い合わせ∧

犬不用品情報センタ叫::

‥〒611宇治市宇治琵琶33
宇治市商工観光m消費生

　活係(£S22－3141)犬ﾚ
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不用品の情報センターの

開設

12月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

移
動
図
書
館

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

年末年始の特別収集

1月分の収集日程

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）
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